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〈表紙の画像〉
「心臓の階層構造，線維構造と心室，Ca2＋と左室圧の時間変化」
画像提供：鷲尾 巧先生（株式会社UT-Heart研究所，東京大学大学院新領域創成科学研究科）
心筋の運動は，細胞内カルシウムイオン濃度（Ca2＋）によって制御される→詳細はp.188参照。


